
４ 中川まちづくりプラン【都筑らしい文化の醸成】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（実情） 

・中川駅周辺は水と緑に恵まれ、中川西地区センター、中川地域ケアプラザ、屋外プール、グランド、公園の公共施設が充実し、また東

京都市大学メディア情報学部/環境学部がある緑豊かな文教住宅地である。駅周辺は中川ルネッサンスプロェクト等による花と緑のま

ちづくりが行われている。 

・地区センターと地域ケアプラザの公共施設での文化・スポーツ・交流活動、ほっとカフェ中川/シェアリーカフェ/ハウスクエア横浜な

ど民間での様々な文化教養イベント、パレット中川での健康づくり、多くのバレエ教室など文化スポーツ活動も盛んである。 

・ふれあいフェスタ、新春餅つき大会等の商業地区イベント、地区センター祭り、都市大横浜祭、町内会・自治会イベント等の文化交流

イベントも盛んである。 

・２０１５年から、中川駅周辺の活性化を目的にNPO、地区センター、ケアプラザ、都市大などによる中川のまち活性化プロジェクト意

見交換会を発足させ協力を行っている。 

 

都筑区まちづくりプラン（46頁参照） 
［6-1］レクリエーション環境の充実  

・ みどりや水、歴史、文化、スポーツなどの資源の活用 

・ 恵みの里（注）候補地（中川地区）の検討 

・ 魅力スポットを巡る散策マップの作成・活用（再掲） 

［6-2］美しい景観づくりの推進  

・ 都筑らしい景観を形づくるみどりや水、歴史的建物空間の保

全・整備・活用 

・ 建築活動に対する各種の規制・誘導手段を活用した魅力ある街

並み形成 

・ 美しい街並みづくりや田園風景の保全について区民が活発に

語り合う環境づくりの推進 

・ 公園や緑道の管理への区民参加の推進 

・ 駅周辺や歩道などの維持清掃の行政と区民との連携 

・ 必要に応じた地区計画の検討 

・ 区の木と区の花の普及 

［6-3］地域文化の拠点づくりと公共空間の活用 

・ 地区センターの整備 

・ 文化の拠点となる文化施設の整備促進 

・ 文化・スポーツ施設の維持管理 

・ 公共公益施設の老朽化に向けた長期計画に基づく維持管理 

・ 公共空間を活用した人が集い憩う空間づくり（再掲） 

［6-4］歴史と新しい文化が薫るまちづくりの推進 

・ 都筑の歴史文化やまちづくりについての情報提供の充実と区民の理

解増進 

・ 区民の自主的な環境保全活動の支援などを通じた新しい郊外型住文

化の創出 

・ 新しい都市型コミュニティの形成・支援 

・ 区民が誇れる魅力的な都市空間や区民主体の環境保全への取組のPR 



（課題） 

・中川駅前商業地区は、地域の中心でもあるが、近くにセンター北の大商業地区があるため、商店街としては寂しく、魅力に欠けるきら

いがある。地域住民と商業地区振興会との協力により中川ルネッサンスプロジェクトによる花と緑のまちづくり、ふれあいフェスタ等

のイベントも定例化し、地域の中心に再生しつつある。 

項目 検討会で出された実状と意見 今後の進め方 

中川のPR 

外部からの人は都筑や中川の文化を知らない。 
・中川のまち活性化プロジェクトで継続検討する 

・「ヨコハマアートサイト」の地元利用を検討する 

魅力的な山崎公園、烏山公園などのPRが足りない。 

ロケ地の積極的な誘致〜フィルムコミッションによる経済効果

（使われたことのPRも） 

駅周辺のイベント 

緑道を使ったアートイベントの積極的な実施。トリエンナーレな

どと連携 

オープンカフェ、マルシェのように、ステージ広場のステージを

もっと有効に使えないか。 

（ヨコハマアートサイト） 

横浜市地域文化サポート事業『ヨコハマアートサイト』は、地域課題の解決につなげる文化芸術活動をサポートするため、文化芸術の持つ創造性をコミュ

ニティやまちの活性化と結びつける文化芸術活動や、横浜の個性ある文化芸術を市内外へ発信する活動を広く公募し、支援する事業である。 

（今年の応募内容） 

2016年7月～2017年1月に横浜市内で実施される美術、映像、音楽、舞台芸術などにかかわる芸術文化活動のうち、以下のいずれかのテーマを含み、期間

中に不特定多数が参加できる催しが含まれているものを募集する。 

（１）アートフェスティバル  

 アー卜を通じて地域資源の魅力を引き出し、開催地域内外のにぎわいを創出するもの 

（２）コミュニティアート 

 アー卜を通じて福祉・環境・街づくり・国際交流等における地域課題にアプローチするもの 

（３）アートプロジェクト 

横浜の歴史や自然、景観などに着目し、アー卜を通じて横浜の魅力を市内外へ発信するもの  

１件につき、10万円～200万円を助成とありますが、継続して助成する場合は、２分の１以内の助成となり、最大５年を目安となっている。なお、2016年



のものは、4月4日に締め切っている。 


